
令和７年１月１４日（火）　～１５日（水） ９：００　～　１７：００

千葉県経営者会館
千葉市中央区千葉港　４－３
　　ＪＲ京葉線「千葉みなと駅」下車、徒歩　１０分
　　千葉都市モノレール　「市役所前」駅下車、徒歩　２分

３.　講習科目、講習時間および講師　　（午前９時から午後５時まで）

（１）会員
１）受講料　１４，３００円 （受講料１３,０００＋消費税）
２）使用テキストと代金（①＋②＋③)＝１０，８９０円

４,９５０円 （本体４，５００円＋消費税）
②新版ボイラー整備士問題・解答集［2024年７月改訂］

＜一般社団法人　日本ボイラ整備据付協会発行＞ ４,７３０円 （本体４，３００円＋消費税）
③関係法令：ボイラー及び圧力容器安全規則［２０２３年 ６月３０日改訂］

＜一般社団法人　日本ボイラ協会発行＞ １,２１０円 （消費税込）
（２）会員外

１）受講料　１６，５００円 （受講料１５,０００＋消費税）
２）上記使用テキストと同じ代金（①＋②＋③)＝１０，８９０円

　※参考図書
１）わかりやすいボイラー及び圧力容器安全規則 ［２０２３年 ７月６日第２版］ １，４３０円（本体１，３００円＋消費税）
２）（新版）ボイラー図鑑 ［20２３年４月発行第３版］ １，４３０円（本体１，３００円＋消費税）

　振込先　： ゆうちょ銀行　口座番号　００１５０－２－７８１８００
　加入者名　一般社団法人　日本ボイラ協会千葉支部

： ゆうちょ銀行　店名　〇一九支店　(ゼロイチキュウ支店)
： 口座番号　０７８１８００

加入者名：　一般社団法人　日本ボイラ協会千葉支部

〒260-0031   千葉市中央区新千葉3-2-1  新千葉プラザ　308号
一般社団法人　日本ボイラ協会千葉支部

講習会場の駐車場はありません。
受講時は、マスク着用（個人の判断）でお願い致します。
昼食は各自で用意して下さい。
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（１） ボイラー整備士試験日　令和７年２月１９日に受験される方は、１４日前までに関東安全衛生技術センターへ受験申請書を提出し
て下さい。

（２）
（３）
（４）

申　　込　　先
ＴＥＬ　０４３－２４６－４７５３　
ＦＡＸ　０４３－２４６－４７５４　

申　込　締　切 令和６年１２月１７日（火） 定員となり次第、締切りとさせていただきます。

２）振込後、「振替払込請求書兼受領証」の写しを申込書に貼付して、郵送して下さい。

（４）他の金融
　　 機関から
     振込の場
     合

１）次の口座に受講費用合計金額を振込んで下さい。
振込先 

当 　座 

２）「お客様控」またはＡＴＭ「ご利用明細票」の写しを申込書に貼付して、郵送して下さい。

　※受付後、取り消しの申し出がありましても、受講費用等はお返しいたしかねますので、ご了承願います。
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（１）窓口 　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、窓口業務は中止致します。

（２）現金書留 　申込書に必要事項を記載し、受講費用とテキスト代を添えて千葉支部まで現金書留にて送付下さい。

（３）郵便局
　　 振込

１）郵便局備付けの「払込取扱票」により、受講費用合計金額を振込んで下さい。
＜「払込取扱票」通信欄には「ボイラー整備士受験準備講習」と記載して下さい＞
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計　２５，１９０円
①ボイラー・圧力容器の整備［2024年7月改訂］　　

基本受講費用

計　２７，３９０円

１月１４日（火）
　ボイラ－及び第一種圧力容器に関する知識 ４

　重城弘文
　ボイラ－及び第一種圧力容器の整備作業に関する知識 ３

１月１５日（水）
　ボイラ－及び第一種圧力容器の整備作業に使用する器材薬品等に
　関する知識

２

　関係法令について

１.　日　時　

２.　会　場　

月　日 講　　　　習　　　　科　　　　目 講習時間 支 部 講 師

令和６年11月
関係事業場　殿

一般社団法人　日本ボイラ協会千葉支部

ボイラ－整備士受験準備講習開催について

　ボイラ－及び圧力容器安全規則第３５条及び第７０条に、ボイラ－及び第一種圧力容器の整備を行う場合は、ボイラ－整備士の免許を

有する者でなければ当該業務につかせてはならないと規定されています。

　ボイラ－整備士免許試験は、平成２４年４月の法改正により、受験資格はなくなり、どなたでも受験可能となりました。

　ただし、免許申請には、免許試験合格と実務経験証明が必要となります。

　当支部では、下記により受験準備講習を開催いたしますので､ご案内申し上げます。

記



1 ○ ボイラー（小型ボイラー及び小規模ボイラーを除く。）の整備の補助の業務に６か月以上従事した経験

○ 第一種圧力容器（小型圧力容器及び小規模第一種圧力容器を除く）の整備の補助の業務に６か月以上従事した経験

○ 小規模ボイラーの整備の業務に６か月以上従事した経験

○ 小規模第一種圧力容器の整備の業務に６か月以上従事した経験

2 注 ボイラ－技士又はボイラ－取扱技能講習等を修了した者が、自己の取り扱うボイラ－又は第一種圧力容器の整備の業務

又は整備の補助の業務を自ら行っている場合には、取扱経験１年を２か月に換算するとともに、検査証に係わる記入が必

要です。この場合以外にあっては、検査証に係わる記入は不要です。

　　小型ボイラーに該当しない次のいずれかのボイラーをいいます。労働安全衛生法の適用を受けるものであれば検査証

　が交付されます。

　　○　胴の内径が７５０ｍｍ以下で、かつ、その長さが１，３００ｍｍ以下の蒸気ボイラー

　　○　伝熱面積が　３　㎡以下の蒸気ボイラー

　　○　伝熱面積が　１４　㎡以下の温水ボイラー

　　○　伝熱面積が　３０　㎡以下の貫流ボイラー（気水分離器を有するものにあっては、当該気水分離器の内径が４００ｍｍ

　　　　　以下で、かつ、その内容積が、０．４　㎥　以下のものに限る。）

小型ボイラー

　検査証は交付されません。

小規模第一種 　　小型圧力容器に該当しない次の第一種圧力容器（以下「容器」という。）を言います。労働安全衛生法の適用を受ける

圧力容器 　ものであれば検査証が交付されています。

　　○　加熱作用を行う容器（熱交換器、蒸煮器、消毒器、加硫器等）で内容積が５ｍ3以下のもの。

　　○　反応作用を行う容器（反応器、オ－トクレ－ブ等）で内容積が１ｍ3以下のもの。

　　○　蒸発作用を行う容器（蒸発器、抽出器、蒸留器等）で内容積が１ｍ3以下のもの。

　　○　高温の圧力液体を保有する容器（蓄熱器、フラッシュタンク等）で内容積が１ｍ3以下のもの。

小型圧力容器 　労働安全衛生法施行令第１条６号のものをいいます。労働安全衛生法の適用を受けるものであれば個別検定の対象です。

　検査証は交付されません。

　　　ボ　イ　ラ　整　備　士　免　許　申　請　に　必　要　な　実　務　経　験　　（実務経験従事証明書が必要）

（労働安全衛生
法施行令  第２０
条第５号各号）

（労働安全衛生
法施行令 第１
条第４号）

（労働安全衛生
法施行令  第６
条第１７号各号）

（労働安全衛生
法施行令 第１
条第６号）

◎　注意事項   ボイラ－整備士の免許資格要件としてボイラ－及び圧力容器安全規則第１１３条により、実務経験について、
次のとおり定まっております。　免許申請にはボイラー整備士免許試験合格と実務経験が必要となります。

小規模ボイラー

　　労働安全衛生法施行令第１条４号のものをいいます。労働安全衛生法の適用を受けるものであれば個別検定の対象です。

　＊各用語については、以下を参照してください。


